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主観的幸福度の個人差ど

感情プライミングを用いた

自動的感情抑制について
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We studied llsing behavioral exper旧lentshow the di叶:erencein 

the level ofSWB affects the relationship between SWB and alltomat-

ic emotion regulation， using as indexes individual di行erencesin the 

time COllrses of affective priming e仇ctsindllced by emotional stim 

lllation. As a result， it was fOlUld that di侃erencesin the level ofSWB 

did not affect the efTect of a given type of emotional stimulation at 

di町erentintensities (e.g. strong and weak negative stimlllations) 

However， upon reas町田mentwith different emotional stimlllations 

of the sallle inten日ty，it was found that the effects of elllotional stilll-

ulation appeared in the early stage (before 1000 ms)εmd disap-

peared by 4000 ms in the group with high-SWB 

key words: sllbjective well-being， affective priming， automatic 

emotlon regllratlOn 

目的

筆者らが主観的幸福度と言語涜似性の[)51係の検討を

行ったねi~，主観的幸福度の高L 、群はmし、 lito に比べ，陰性

感情を誘導しても涜暢性が低下しにくいという結果が得ら

れた (2006')，2008'))。音頗性流暢仰は，カテコd リ-tl，Iif[暢

官|に比べ，前頭葉により依存しているとされている (Keilp

et al.， 1999; Okada et al.， 2003; Vilkl臼&l-Iolst， 1994) 0 "tの縦1牙4

かL:>. 性絡特性 どしての主~:rw~き:~稲皮は |陰性の気分変動に

より前頭梨機能が低下するこどに対する抵抗性ピ|主l係し，

気分の変化が生ずるような出来事にあっても!祈願主主機能へ

の影響を受けにくい人がより主IItl¥l(:I!;)幸制度が正:， ~'.つまり

lIIii!JUili機能の個人差が主観的幸福度の個人iEを支えている

客観的袋Itslの一つではないかという仮説守立てた。本研究

では，主観的幸福度の個J¥差ど古miJRm機能どのI>lliilittをみ
るため. lìli iï.i~~機能の一つどいえる自動的感的抑制につい

て.'li!，'iJllJ ~ill i般によるプライミン グ切'1* (AfTective prilll-
ing)のIWi聞がj推移の個人差を指相!{として. =t倒的~:!:補度

の影響を検討する。
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短報

実験 I

実験対象:東北地方のA大学に所属する大学生66:Y:，(リJ

性 38名，タ;性 28名)。アンケー卜 によって得られた生

活の満足感5項|三lの総合得点を主観的幸福皮の指傑どみな

して，主Il:fl(l(、1 ~~F:雨皮のr11い学生(以降. highJJn ピ低い学

生(以降.lowli'nをそれぞれ33名ずつ選択。なお.~ I燥

には行動データに不備のあった幸福度のhightrrの 6~ろは分

析から除外し.実際の分析対象者は60名 (highJito: 27名，

lowlif: 33 ~行)である 。

感情プライミング課題:感情刺激写真36枚。この写ょf!

は，弛i~ 、陰性刺激 <NegH) ・ 弱い|急性刺激 <NegL) ・ lJ~:ll 

的な刺激 <Nellt)の3紐矧，各 12枚から梢成したもので，

感情を刺激するような画像集で，影響の度合いが大針の実

験参加者によって国際的に標準化されているlAPSから選

んだ写真岡像を使用した。画像の大主さはすべて 800mm  

X600 mmに固定している。刺激の提示方法は.Payne 

(2001)の辿統プライミング (sequentialpriming)ノマラダイ

ムを参考にした。PCのディスプレー上に感情!j刺激写真の3

極矧し、ずれかの l枚が 100ms提示され.1000ms' 5000ms・

10000llls・15000Ill S の 4 邸主j~i の SOA後に. #l~芯月~，図 HJ (プ

ローフ)が 100ms促示されてすぐマスクにi泣き倣わった0

!!!¥意味図形の大3さは平均80mmX85 mmであった。

手続d:実験参加者には，最初に提示された写真に惑

わされることなく，後に提示されるi!任意味図形が好きか嫌

いかを直感的に判断し，キー押しで答えるようにと教示し

た。全試行数は.刺激写真の条約一が3条件で l条件につ3

12枚で36条例 XSOA条件が4条件の計 144試行。なお， 写

真は各!恐怖条('1ども 12枚ずつであり，同じ写真がSOAの

数だけ41豆l繰り返して提示されたこどになる。

分析 Neut条(!jがフラッ トのままH寺I'M'I経過していたこ

ピから. SOAごとに Neglーl-Neut.NegL-Neut . そi(，ぞ ~l.の i~?:

分を算出し， 分欣分析によって主倒的幸稲皮の highlito • 

lowlrr!mで比鮫検討した。

結 果

各条件のH寺間抑修をみるピ ，low群.high I伴ピも.Neut 

条件については. Il(正変化のないまま時間経過していた。

そこで.SOAごとに NegH-Neut.NegL-Neut そ~l.ぞ tl.の l_~

分を見たところ， low 併では.NegH-Nellt は11寺聞を経る こ

とに差分が減少していったが.NegL-Neutでは 1000msか

ら5000msでi佐分が泊}JIIし. 10000 msになるにつれてお;分

が減少してい った。一方.high 群では， NegH-Neut. 

NegL-Neutの差分はH寺|閉経過によって噌減が著 しいわけで

はなく， (15000 IllSはどちらの条件も上下にふれたが)平

坦な状態で経過していた。分散分析を行ったところ. '}'，'; 

動 (NegH-Nellt，NegL-Neut)が有意となった (F(I，59)=
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5.38， p<.05)が， SOAI潤や交互作用は有意で‘はなかった。

その後の多重比!Ii企で‘は，ぺアごとの比較での情動 (NegH-

Nellt， NegL-Nellt)においてそれぞれpくので有意であった。

以上の結果から，陰性感情の強度差のみでは主観的幸福

度問の違いは出にくく ，情切jの種類 (1場tl:.陰性)に途い
がないピ影響がみられないピ判断し，1場性感情を刺激する

写真 (PosL)をNegHの代わりに用いて再度検討を行った。

実 験 2

実験対象:東北地方のA大学に所属する大学生81名(男

性・ 44名，女性・ 37名)。なお，本研究の参加者は実験lに

は参加していない者である。アンケート翻査によって，生

活の満足感5項目の総合得点を主観的幸福皮の指431ピみな

して， 主M:1的幸福度の高い学生40~， (以降， h唱hlmピ低

い学生41名(以降， lowlrnを選択した。なお，行動デー

タに不備のあった幸福皮のhigh鮮 ・low群それぞれ6名は分

析から除外した。実際の分析対象者は69名 (highli(': 34名，

low古'(，:35名)である。

感情プライミング訓!I也:感情刺激写真36枚。この写真

は，弱い防性刺激 <PosL)・弱い陰性刺激 <NegL)・1:1:1立

的な刺激 <Neut)の3極類，各 12枚から柿成したもので，

実験lど同様に lAPSから選んだ写真画像を使用した。画像

の大きさは実験 lど同じく，すべて8∞mmX600l11mに回
定している。刺激の提示方法は，実験!と若干異なる古11分

があり，SOAの部分で 1000l11s・4000ms・70日oms・10000ms 

の4極jj'IのSOAピし，実験 lのH寺よりも少しH奇問が短い。

全試行数は， 刺激写真の条件が3条件で l条件につき 12枚

で36条件XSOA条件が4条例ニの言|一144試行。

手続d;:実験lど同じ

分析:SOAごピに PosL-NegLを号|いたもの(jJ，分)を

算出し，分散分析によって主閥的幸福度のhighJrio・lowlif

m'Jで比較検討した。

結果

SOAごピに PosL-NegLの差分について注目してみると，

1000 msのH寺点では， h喝hlifのほうが差分の個が大きく ，

主倒的~:~柄度1汀 mJの差分の 1:1:\方に影響が見られているが，

4000 msになると，差分の出方が異なり， 1000 msどは反対

にlowli('で差分の値が大きい。そして， highWf.はゆっくり

階段的に感情誘発による影it肋汁ì~ えていくが， low鮮の場

合.high併に遅れて感情誘発の影響がみられ，その後の収

束はゆるやかではなく，不安定で、あった。PosレNegLの差

分を分以分析した結果， SOAI/Jlで有意ピなり (F(3，66) = 

3.39，p<.05)，その後の多重比il疫において 1000msピ10000ms 

I'M'Iで有意傾向だった。また， SOAX主観的幸福皮の交互作

用で有怒傾向であった (F(3，66) =2.42，p<0.1) (Figure 1)。

総 合考察

本研究では，情動刺激による プライミン夕、効果の時間

的術移の個人差を指相!として，行動実験から主観的幸福度

の追いがどう m~~中するのかを検討した 。 その結果，主観的
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Figure 1 PosL-NegLの差分による high1詳ど low

群の影響の遠い

幸福度のhighl洋では， 11寺問の早い段階 (1000msより も前)

で!~'fI'f*IJi般の影響が見られ， 4000 msの段階ですでに感悩

の影響は収束していた。一方，lowl]:(，は，high lff.よりも 2，

3秒遅れて刺激の5131当初、見られ，その後の収*についても.

それそ，.;/，の刺激によってばらつきがあり.刺激の影響力三

残っている ことカ{liili認された。二つの実験結果から，感情

刺激による影響の出方の違い，また，タイムコースの (11寺

1m経過で)差が出ることが明らかとなり，これは，間接的

に!恐怖刺激に関する潜在的反応性を測定しているこどを意

味するものと考えられるとともに，五山県としては弱L、なが

らも主観的幸福度により感情プライミングのH奇1m経過に迷

いがみられるピ考えられる。

感情刺激を用いたプラ イミンク似J巣に関する研究の一

つに lAPSを用いた Avero& Calvo (2006)の研究がある。快

もしくは不快なシーンを焔写している刺激画像が 150ms 

問提示され (SOAは300msもし くは800ms)，っついて，

感情(illiの一致したあるいは不一致いずれかのプローフ号:n
が提示され，それに対して好きか!11ftいかを答えるピいう諜

題がHIいられた。その結果，先行提示写真ピプロープピの

不一致条件よりも一致条件でのプロープ反応H寺聞が短くな

り，その影響は先行刺激ピフ。ローフ閣の知覚的な類似点が

あればより強くなるが，先行刺激ピ プローブ聞に知|党的な

類似点や意味的|長IJiliがない場合でも，感情的な一致 ・不一

致により反応H寺1M]に差が見られるという点でj感情プライミ

ンクピ呼べる現象だピ結論つけられている。今回の実験結

果から，SOAの間|精が短い場合，感情誘発にmいられた先
行車Ili放(強い問gatlveOI 弱いnegatlve，もしくはposltlve01 

negative)から影響を受け，その後に提示される プローブ

刺激の評定にもその Ili3~~Æが反映されており ，この点につい

てはAvero& Calvo (2006)をはじめどする先行研究の結果

を陥認できたと言えるのではないかピ考える。
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